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(1)

【
解
題
】

　

杜
甫
「
前さ
き
の
殿
中
侍
御
史
の
柳
公
の
紫
微
仙
閣
に
画え
が
け
る
太
一
天
尊
図
の
文
」
は
、

前
殿
中
侍
御
史
の
柳
渉
が
紫
微
仙
閣
に
、
道
教
の
神
で
あ
る
太
一
天
尊
を
描
か
せ
た

「
太
一
天
尊
図
」
に
つ
い
て
、
架
空
の
人
物
で
あ
る
石せ
き

鼈べ
つ
老ろ
う
（
石
鼈
に
住
ま
う
老
人
）

と
道
士
ら
と
の
問
答
を
通
し
て
、
そ
の
構
図
や
成
り
立
ち
な
ど
を
記
し
た
文
章
で
あ

る
。

　

こ
の
文
章
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
、
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
注
』
巻
二
五
は
「
篇
中
の

干
紀
戦
争
の
諸
語
を
玩
ぶ
に
、
当
に
是
れ
乾
元
の
初
め
京
よ
り
回め
ぐ
り
し
後
に
作
る
所

の
者
な
る
べ
し
」
と
述
べ
、
底
本
も
こ
れ
に
従
う
（
本
訳
注
で
用
い
た
底
本
及
び
参

考
に
し
た
注
釈
書
に
つ
い
て
は
後
述
）。
こ
の
見
解
に
従
う
と
、
こ
の
文
章
は
杜
甫
、

四
七
歳
ご
ろ
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
前
殿
中
侍
御
史
柳
公
紫
微
仙
人

閣
画
太
一
天
尊
図
文0

」
の
文
体
名
は
、「
文
」
と
考
え
ら
れ
る
。
明
・
徐
師
曾
『
文

体
明
弁
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
の
「
文
」
に
関
す
る
序
説
が
、

　

按
編
内
所
載
、
均
謂
之
文
。
而
此
類
獨
以
文
名
者
、
蓋
文
中
之
一
體
也
。
其
格

有
散
文
、
有
韻
語
、
或
倣
楚
辭
、
或
爲
四
六
、
或
以
盟
神
、
或
以
諷
人
。
其
體
不

同
、
其
用
亦
異
。
今
並
採
而
列
之
、
以
俟
學
者
詳
焉
。

　

按
ず
る
に
編
内
に
載
す
る
所
、
均
し
く
之
を
文
と
謂
う
。
而
る
に
此
の
類
独
り

文
を
以
て
名
づ
く
る
者
は
、
蓋
し
文
中
の
一
体
な
ら
ん
。
其
の
格
に
散
文
有
り
、

韻
語
有
り
、
或
は
楚
辞
に
倣
い
、
或
い
は
四
六
を
為
し
、
或
い
は
以
て
神
に
盟
し
、

或
い
は
以
て
人
を
諷
す
。
其
の
体
同
じ
か
ら
ず
、
其
の
用
も
亦
た
異
な
る
。
今
並

び
に
採
り
て
之
を
列
べ
、
以
て
学
者
の
焉
を
詳
び
ら
か
に
す
る
を
俟
つ
。

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、「
文
」の
解
釈
は
一
定
し
て
い
な
い
。た
だ
、柳
宗
元
の
別
集
、

巻
一
八
に
「
騒
」
に
収
め
ら
れ
る
一
〇
篇
は
、「
乞
巧
文0

」
の
よ
う
に
い
ず
れ
も
「
某

某
文0

」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
唐
人
が
騒
体
を
「
文
」
と
称
し
た
可
能
性
は

あ
る
。
杜
甫
の
こ
の
作
品
に
つ
い
て
も
、問
答
体
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
、ま
た
「
太

一
天
尊
図
」
を
み
て
杜
甫
が
想
像
を
膨
ら
ま
せ
て
天
界
を
描
い
て
い
る
こ
と
な
ど
を

踏
ま
え
る
と
、
こ
れ
が
「
文
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
騒
体
が
意
識
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
同
時
代
の
批
判
を
含
み
諷
諫
が
意
識
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
騒
体
と
の
関
連
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
は
い
え
、
ど
の

文
体
に
も
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
便
宜
的
に
「
文
」
と
記
さ
れ

た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。「
文
」
と
称
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て
考

え
て
い
き
た
い
。

　
「
殿
中
侍
御
史
」
は
、
御
史
台
の
官
名
で
、
官
位
は
従
七
品
上
。「
柳
公
」
は
、
作

中
に「
柳
渉
」と
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
事
跡
は
不
詳
で
あ
る
。「
公
」は
、

尊
称
。「
紫
微
仙
人
閣
」
の
「
紫
微
」
は
、
北
斗
七
星
の
北
に
あ
る
星
で
、
天
帝
の

住
ま
い
を
意
味
す
る
（『
晋
書
』
巻
一
一
、
天
文
志
「
紫
宮
垣
十
五
星
あ
り
、
其
の

西
蕃
は
七
、
東
蕃
八
、
北
斗
の
北
に
在
り
。
一
に
紫
微
と
曰
い
、
大
帝
の
坐
に
し
て
、

天
子
の
常
に
居
る
と
こ
ろ
な
り
」
と
い
っ
た
記
述
な
ど
）。
つ
ま
り
「
紫
微
仙
人
閣
」

は
、
天
人
ら
が
住
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
建
物
の
美
称
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
位
置

に
つ
い
て
は
、
宋
・
宋
敏
求
『
長
安
志
』
巻
一
一
（
清
・
畢
沅
校
訂
本
・
宋
元
地
方

　
杜
甫
「
前
殿
中
侍
御
史
柳
公
紫
微
仙
閣
画
太
一
天
尊
図
文
」
訳
注

大
橋
　
賢
一　



(2)

志
叢
書
一
所
収
）
に
「
太
一
観
は
県
南
六
十
里
終
南
山
の
炭
谷
口
に
在
り
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
万
年
県
の
終
南
山
炭
谷
口
近
辺
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
太
一
天

尊
」
は
、
北
極
星
を
神
格
化
し
た
神
の
名
。『
史
記
』
巻
二
八
、
封
禅
書
六
に
「
天

神
の
貴
な
る
者
は
太
一
」
と
あ
り
、こ
の
部
分
の
司
馬
貞
『
索
隠
』
は
、『
楽
汁
徵
図
』

の
記
述
で
あ
る
「
天
宮
、
紫
微
。
北
極
、
天
一
、
太
一
」
を
引
き
、
更
に
宋
均
の
注

「
天
一
・
太
一
、
北
極
神
の
別
名
な
り
」
を
引
く
。

　

底
本
に
よ
れ
ば
、
こ
の
文
は
全
四
段
落
に
分
け
ら
れ
る
。
以
下
、
各
段
落
の
概
略

を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
一
段
落
で
は
、
石
鼈
老
に
よ
っ
て
紫
微
仙
閣
に
描
か
れ
た
壁

画
が
紹
介
さ
れ
る
。
二
段
落
で
は
、
道
士
が
壁
画
を
み
て
い
た
石
鼈
老
に
語
り
か
け

る
。
三
段
落
で
は
、
石
鼈
老
の
道
士
に
対
す
る
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
四
段
落
で
は
、

石
鼈
老
の
意
見
に
返
答
で
き
な
い
道
士
が
立
ち
去
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

【
訳
注
】

　

底
本
・
校
勘
・
訳
注
の
体
裁
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
杜
甫
「
画
馬
讃
訳
注
」」（ 

『
中

国
文
化
』
第
八
〇
号
、
二
◯
二
二
年
）
に
従
う
。
底
本
に
は
蕭
滌
非
主
編
『
杜
甫
全

集
校
注
』
を
用
い
、
校
勘
・
訳
注
に
は
『
宋
本
杜
工
部
詩
集
』（
略
称
「
宋
本
」）、
元
・

高
崇
蘭
『
集
千
家
註
批
点
杜
工
部
文
集
』（
略
称
「
高
本
」）、
清
・
銭
益
箋
注
『
杜

工
部
集
』（
略
称
「
銭
本
」）、
清
・
朱
鶴
齢
輯
注
『
杜
工
部
文
集
』（
略
称
「
朱
本
」）、

清
・
張
溍
『
読
書
堂
杜
工
部
文
集
註
解
』（
略
称
「
張
本
」）、
清
・
仇
兆
鰲
『
杜
詩

詳
注
』（
略
称
「
仇
本
」）、『
全
唐
文
』、謝
思
煒
『
杜
甫
集
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
五
年
）
の
諸
本
を
参
照
し
た
。
本
文
は
原
則
と
し
て
底
本
に
従
っ
た
が
、
一

部
正
字
に
改
め
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
句
読
も
改
め
た
も
の
が
あ
る
。
訓
読
・
語

釈
で
は
校
勘
を
除
き
、
新
字
体
を
用
い
た
。
以
下
杜
甫
の
詩
を
引
用
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
下
定
雅
弘
／
松
原
朗
編
『
杜
甫
全
詩
訳
注
』
㈠
〜
㈣
（
講
談
社
学
術
文
庫
、

二
〇
一
六
〜
七
年
）
に
よ
り
、
該
書
に
記
さ
れ
た
詩
の
番
号
、
及
び
『
杜
詩
詳
注
』

の
巻
数
を
示
し
た
。
ま
た
、
深
澤
一
幸
「
杜
甫
に
お
け
る
道
教
（
下
）」（『
言
語
文

化
研
究
』
一
七
号
、
一
九
九
一
年
、
以
下
深
澤
訳
と
略
称
）
に
は
、
こ
の
文
の
書
き

下
し
、
概
要
、
並
び
に
詳
細
な
注
釈
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
訳
注
を
ま
と
め
る
際

に
多
く
の
示
唆
を
得
た
。

　

な
お
、
本
訳
注
は
、
筆
者
が
二
◯
一
九
年
一
一
月
一
七
日
、
及
び
二
〇
二
〇
年
二

月
一
五
日
に
杜
甫
散
文
研
究
会
（
於
東
京
女
子
大
学
）
で
草
稿
を
発
表
し
、
そ
こ
で

の
検
討
を
経
て
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
底
本
に
従
い
四
段
に
分
け
て

訳
注
を
記
す
。

〔
一
〕

前
殿
中
侍
御
史
柳
公
紫
微
仙
閣
畫
太
一
天
尊
圖
文

　

石
鼈
老
、
放
神
乎
始
清
之
天
、
遊
目
乎
浩
劫
之
家
、
泠
泠
然
馭
乎
風
、
熙
熙
然
登

乎
臺
。
進
而
俯
乎
寒
林
、
退
而
極
乎
延
閣
。
見
龍
虎
日
月
之
君
、
亘
乎
疎
梁
、
塞
于

高
壁
。
骨
者
鬛
者
、皙
者
黝
者
、視
遇
之
間
、若
寇
嚴
敵
者
已
。
伊
四
司
五
帝
天
之
徒
、

青
節
崇
然
、
綠
輿
駢
然
。
仙
官
洎
鬼
官
、
無
央
數
衆
。
陽
者
近
、
陰
者
遠
、
俱
浮
空

不
定
、
目
所
向
如
一
。
蓋
知
北
闕
帝
君
之
尊
、
端
拱
侍
衛
之
内
、
於
天
上
最
貴
矣
。

前さ
き

の
殿で
ん
ち
ゅ
う中侍じ

御ぎ
ょ

史し

の
柳り
ゅ
う
こ
う公の
紫し

び微
仙せ
ん
か
く閣
に
画え
が

け
る
太た
い
い
つ一
天て
ん

尊そ
ん

図ず

の
文ぶ
ん

　

石せ
き
べ
つ
ろ
う

鼈
老
、
神し
ん

を
始し
せ
い清
の
天て
ん

に
放は
な

ち
、
目め

を
浩こ
う
ご
う劫
の
家い
え

に
遊あ
そ

ば
せ
、
泠れ
い
れ
い
ぜ
ん

泠
然
と
し
て

風か
ぜ

に
馭の

り
、
熙き

き熙
然ぜ
ん

と
し
て
台だ
い

に
登の
ぼ

る
。
進す
す

み
て
は
寒か
ん
り
ん林
に
俯ふ

し
、
退し
り
ぞき
て
は
延え
ん
か
く閣

を
極き
わ

む
。
龍
り
ゅ
う

虎こ

日じ
つ

月げ
つ

の
君き
み

の
、
疎そ
り
ょ
う梁
に
亘わ
た

り
、
高こ
う
へ
き壁
に
塞ふ
さ

が
る
を
見み

る
。
骨こ
つ

な
る
者も
の

鬛ひ
げ

あ
る
者も
の

、
皙し
ろ

き
者も
の

黝く
ろ

き
者も
の

、
視し
ぐ
う遇
の
間か
ん

に
、
寇こ
う

の
厳き
び

し
く
敵て
き

す
る
が
若ご
と

き
者も
の

な
る

の
み
。
伊か

の
四し

し司
五ご

帝て
い

天て
ん

の
徒と

は
、
青せ
い
せ
つ節
崇す
う
ぜ
ん然
た
り
、
緑り
ょ
く輿よ

駢べ
ん
ぜ
ん然
た
り
。
仙せ
ん
か
ん官
よ
り

鬼き
か
ん官
に
洎お
よ

び
、
無む

央お
う

数す
う

の
衆し
ゅ
うあ
り
。
陽よ
う

は
近ち
か

く
、
陰い
ん

は
遠と
お

く
、
俱と

も

に
空そ
ら

に
浮う
か

び
て
定さ
だ

ま
ら
ず
、
目め

の
向む
か

う
所と
こ
ろは
一い
つ

な
る
が
如ご
と

し
。
蓋け
だ

し
知し

る
北ほ
っ
け
つ闕
帝て
い
く
ん君
の
尊た
っ
とき
こ
と
、
侍じ

衛え
い

の
内う
ち

に
端た
ん
き
ょ
う拱し
、
天て
ん
じ
ょ
う上に
於お

い
て
最も
っ
とも
貴た
っ
とき
こ
と
を
。

以
前
殿
中
侍
御
史
で
あ
っ
た
柳
公
が
紫
微
仙
閣
に
描
か
せ
た
北
極
星
の
神
「
太
一
天

尊
図
」
を
み
て
記
し
た
文
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石
鼈
谷
の
年
老
い
た
住
人
は
、
心
を
天
上
界
に
解
き
放
ち
、
永
遠
の
時
間
が
流
れ

る
こ
の
仙
人
閣
を
思
う
が
ま
ま
に
眺
め
て
い
る
。
ふ
わ
ふ
わ
と
軽
や
か
に
風
を
あ
や

つ
り
、
う
き
う
き
と
和
や
か
で
楽
し
げ
に
仙
人
閣
の
高
殿
に
の
ぼ
っ
て
ゆ
く
。
歩
み

を
す
す
め
て
葉
を
落
と
し
た
林
を
見
下
ろ
し
、
歩
み
を
戻
し
て
長
い
窓
の
廊
下
を
歩

き
つ
く
し
た
。
楼
閣
の
龍
君
・
虎
君
・
日
君
・
月
君
と
い
っ
た
様
々
な
神
々
が
、
間

を
広
く
と
っ
た
梁
に
巡
ら
さ
れ
、
高
い
壁
に
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ

て
い
る
の
を
目
に
す
る
。
神
々
の
中
に
は
、
骨
張
っ
た
者
、
鬚
を
た
た
え
た
者
、
色

白
な
者
、
色
黒
な
者
が
お
り
、
一
つ
一
つ
の
顔
を
み
て
い
る
と
外
敵
が
激
し
く
こ
ち

ら
に
刃
向
か
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
か
の
四
人
の
星
神
ま
た
五
つ
の

方
角
を
支
配
す
る
神
々
が
お
り
、
彼
ら
の
青
々
と
し
た
旗
は
高
々
と
そ
び
え
、
そ
の

御
車
が
連
な
っ
て
い
る
。
仙
界
に
務
め
る
仙
官
も
鬼
官
も
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
こ

こ
に
い
る
。
陽
の
神
は
手
前
に
、
陰
の
神
が
奥
に
描
か
れ
、
ど
の
神
々
も
空
中
に
浮

か
ん
で
一
定
し
て
い
な
い
が
、
だ
れ
も
が
太
一
天
尊
の
ほ
う
を
み
て
い
る
。
こ
う
し

た
描
か
れ
方
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
、
太
一
天
尊
、
つ
ま
り
北
闕
帝

君
の
尊
さ
が
、取
り
巻
き
の
神
々
に
対
し
て
姿
勢
を
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
示
さ
れ
、

そ
の
存
在
が
、
天
上
に
お
い
て
最
も
貴
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
。

前
殿
中
侍
御
史
柳
公
…　
「
前
」
は
銭
曽
本
杜
工
部
集
（『
杜
集
珍
本
文
献
集
成
・
宗

元
巻
』
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
二
一
年
）
の
巻
目
に
な
い
（
な
お
刻
本
に
は

あ
る
）。
宋
本
は
「
柳
」
を
「

」
に
作
る
。
朱
本
・
仇
本
は
「
太
一
」
を
「
太
乙
」

に
作
る
。

石
鼈
老　

石
鼈
と
い
う
地
に
住
む
老
人
。「
石
鼈
」
は
石
の
名
。
陝
西
省
西
安
市
南

に
位
置
す
る
終
南
山
の
ふ
も
と
に
あ
り
、
こ
の
石
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
鱉
谷
口

と
よ
ば
れ
た
。「
鱉
」
は
「
鼈
」
の
異
体
字
。
元
・
駱
天
驤
『
類
編
長
安
志
』
巻
七
、

古
跡
に
「
京
兆
城
の
南
六
十
里
、
終
南
山
に
石
鱉
谷
口
在
り
。
大
な
る
白
く
円
き

石
有
り
、
三
間
の
屋
の
如
き
大ひ
ろ

さ
に
し
て
、
前
後
に
二
大
石
有
り
、
当
り
て
之
を

攔ら
ん

圧あ
つ

す
。
此
を
以
て
呼
び
て
石0

鱉0

谷0

と
為
す
。
万
年
・
長
安
此
の
谷
を
以
て
界
と

為
す
」
と
み
え
る
。
仇
本
は
「
石
鼈
先
生
は
、
杜
公
蓋
し
名
を
設
け
て
以
て
自
ら

寓
す
る
な
り
」
と
述
べ
、
石
鼈
老
を
杜
甫
の
分
身
と
み
な
す
。

放
神　

こ
こ
ろ
を
は
せ
る
。
杜
甫
「
写
懐
二
首
」
其
二
（1264

『
詳
注
』
巻
二
〇
）

に
も
「
神0

を
八
極
の
外
に
放0

て
ば
、俛
仰
俱
に
蕭
瑟
た
り
」
と
あ
る
。「
八
極
」
は
、

八
方
の
極
遠
の
地
で
、「
始
清
之
天
」
と
意
味
合
い
が
近
く
感
じ
ら
れ
る
が
、
こ

の
詩
は
仏
教
に
つ
い
て
う
た
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

始
清
之
天　

道
教
に
お
け
る
天
上
界
。『
雲
笈
七
籤
』巻
三「
道
教
三
洞
宗
元
」に「
三

天
と
は
、
清
微
天
、
禹
餘
天
、
大
赤
天
、
是
れ
な
り
。
天
宝
君
、
治
は
王
清
境
に

在
り
、
即
ち
清
微
天
な
り
。
其
の
気
始
青

0

0

な
り
」
と
あ
る
。「
青
」
は
「
清
」
に

通
じ
て
い
る
。

　

徐
本
・
高
本
・
朱
本
は
「
清
」
を
「
青
」
に
作
る
。

遊
目　

自
由
に
あ
ち
こ
ち
を
眺
め
や
る
こ
と
。
屈
原
「
離
騒
」（『
楚
辞
』
巻
一
）
に

「
忽
ち
反
顧
し
て
以
て
遊
目

0

0

し
、
将
に
四
方
を
往
観
せ
ん
と
す
」
と
あ
る
。

浩
劫
之
家　
「
浩
劫
」
は
極
め
て
長
い
時
間
。「
家
」
は
過
去
か
ら
現
在
、
未
来
永
劫

に
わ
た
り
存
在
し
続
け
る
場
。『
雲
笈
七
籤
』
巻
三
、
道
教
三
洞
宗
元
に
「
三
界

の
上
、
眇
眇
た
る
大
羅
、
上
に
色
根
無
く
、
雲
層
峨
峨
た
り
。
唯
だ
元
始
、
浩
劫

0

0

の
家

0

0

、
三
代
の
天
尊
な
る
者
有
る
の
み
。
過
去
は
元
始
天
尊
、
見げ
ん

在ざ
い

は
太
上
玉
皇

天
尊
、
未
来
は
金
闕
玉
晨
天
尊
」
と
あ
り
、
先
に
み
た
道
教
三
洞
宗
元
を
由
来
と

す
る
「
始
青
」
と
対
応
さ
せ
て
い
る
か
に
み
え
る
。

　

徐
本
・
全
唐
文
以
外
、
い
ず
れ
も
「
劫
」
を
「
刼
（
朱
本
は
「

」）」
に
作
る
。

泠
泠
然
馭
乎
風　

軽
妙
に
風
に
の
る
。「
泠
泠
然
」
は
、
軽
妙
な
さ
ま
。『
荘
子
』
逍

遥
遊
の
「
夫
れ
列
子
は
風
を
御
し
て
行
き
、
泠
然

0

0

と
し
て
善
き
な
り
」
の
郭
象
注

に
「
泠
然

0

0

は
、軽
妙
の
貌
」
と
あ
る
。「
馭
」
は
、朱
本
、仇
本
は
「
御
」
に
作
る
。

熙
熙
然　

和
や
か
に
楽
し
む
さ
ま
。『
老
子
』二
〇
章「
衆
人
は
熙
熙

0

0

と
し
て
、太
牢（
＝

最
高
の
ご
馳
走
）
を
享う

く
る
が
如
く
、
春
台
に
登
る
が
如
し
」
を
踏
ま
え
る
。

寒
林　

葉
が
落
ち
た
寒
々
と
し
た
林
。「
雲
林
右
英
夫
人
惣
楊
真
人
許
長
史
詩

二
十
六
首
並
序
」〈
其
一
八
〉（『
雲
笈
七
籤
』
巻
九
八
、賛
頌
部
、詩
賛
辞
）
に
「
松
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柏
玄
嶺
に
生
じ
、
鬱
と
し
て
寒
林

0

0

の
桀
と
為
る
」
と
み
え
る
。
ま
た
、
陸
機
「
歎

逝
賦
」（『
文
選
』
巻
一
六
）
に
も
「
寒
林

0

0

を
歩
み
て
以
て
悽
惻
し
、
春
翹
を
翫
び

て
思
い
有
り
」
と
み
え
、
い
ず
れ
も
葉
を
落
と
し
た
冬
の
木
々
を
表
し
て
い
る
。

極
乎
延
閣　

長
く
続
い
て
い
る
回
廊
を
歩
い
て
紫
微
閣
の
最
も
高
い
場
所
に
到
達
す

る
。「
極
」
は
最
も
高
い
部
分
に
到
達
す
る
。「
延
閣
」
は
窓
の
あ
る
回
廊
。
長
く

の
び
つ
ら
な
っ
て
い
る
紫
微
閣
。
左
思
「
蜀
都
賦
」（『
文
選
』
巻
四
）
の
「
陽
城

の
延
閣

0

0

を
結
び
、
観
榭
を
雲
中
に
飛
ば
す
。
高
軒
を
開
き
て
以
て
山
に
臨
み
、
綺

窓
を
列
ね
て
江
を
瞰み

る
」
の
李
善
注
に
「
淮
南
子
に
曰
く
、
延
閣

0

0

は
、
棧
道
な
り
、

と
。
高
軒
は
堂
の
左
右
の
長
廊
の
窓
有
る
者
な
り
。
張
載
の
魯
霊
光
殿
賦
の
注
に

曰
く
、
軒
欄
は
明
を
開
く
所
以
な
り
、
と
」
と
あ
る
。

龍
虎
日
月
之
君　

龍
君
・
虎
君
・
日
君
・
月
君
い
ず
れ
も
神
々
の
名
。「
龍
虎
」
に

つ
い
て
は
「
斉
科
」（『
雲
笈
七
籤
』
巻
三
七
）
に
「
龍
虎
二
君

0

0

0

0

」
が
み
え
る
。
ま

た
「
日
月
」
に
つ
い
て
は
「
老
子
中
経
下
」
の
「
第
五
十
五
神
仙
」（『
雲
笈
七
籤
』

巻
一
九
）
に
神
の
名
と
し
て
「
日
月
陰
陽
君

0

0

0

0

0

」
と
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

亘
疎
梁　

神
々
が
梁は
り

に
描
か
れ
居
並
ん
で
い
る
。「
疎
梁
」
は
広
く
間
隔
が
と
ら
れ

た
梁
。

高
本
は
「
疎
」
を
「
踈
」
に
、
仇
本
は
「
疏
」
に
、
全
唐
文
は
「
竦
」
に
作
る
。

鬛　

長
く
て
固
い
あ
ご
ひ
げ
を
も
つ
も
の
。

皙
者
黝
者　
「
皙
」
は
白
。「
黝
」
は
黒
。
共
に
仙
人
の
肌
の
色
を
指
す
か
。

視
遇
之
間 

一
瞬
眼
が
合
う
。
多
く
の
神
々
の
中
か
ら
あ
る
特
定
の
神
に
注
目
す
る
。

寇
厳
敵　

外
敵
が
厳
し
く
刃
向
か
い
敵
対
す
る
。

朱
本
、
張
本
、
仇
本
、
全
唐
文
は
「
嚴
寇
敵
」
に
作
る
。
こ
の
場
合
は
「
厳
と
し

て
敵
に
寇あ
だ

す
る
が
若
し
」
と
よ
む
か
。

四
司　

四
人
の
星
の
神
。
司
命
・
司
禄
・
司
危
・
司
中
を
い
う
。『
礼
記
』
月
令
の
「
命

有
司
大
難
。
旁
磔
、
出
土
牛
、
以
送
寒
気
」
の
孔
穎
達
の
疏
に
「
石
氏
星
経
に
云

う
、
司
命
の
二
星
は
虚
北
に
在
り
、
司
禄
の
二
星
は
司
命
の
北
に
在
り
、
司
危
の

二
星
は
司
禄
の
北
に
在
り
、
司
中
の
二
星
は
司
危
の
北
に
在
り
。
史
遷
云
う
、
四0

司0

は
、
鬼
官
の
長
な
り
」
と
あ
る
。

五
帝
天　

中
央
、
及
び
四
方
の
五
人
の
天
神
。
太た
い

昊こ
う

・
炎
帝
・
黄
帝
・
少
昊
・
顓せ
ん

頊ぎ
ょ
くの
五
帝
。『
周
礼
』春
官
・
小
宗
伯
の「
五
帝

0

0

を
四
郊
に
兆
す
」の
鄭
注
に「
兆
は
、

壇
の
営
域
を
為
す
。
五
帝
は
、
蒼
を
霊
威
仰
と
曰
う
。
太
昊
焉
を
食
す
。
赤
を
赤

熛
怒
と
曰
う
、
炎
帝
焉
を
食
す
。
黄
を
含
枢
紐
と
曰
う
、
黄
帝
焉
を
食
す
。
白
を

白
招
拒
と
曰
う
。
少
昊
焉
を
食
す
。
黒
を
汁
光
紀
と
曰
う
、
顓
頊
焉
を
食
す
」
と

あ
る
。「
兆
」
は
祭
壇
を
作
る
こ
と
。

徐
本
は
「
天
」
を
「
大
」
に
作
る
。

青
節　

神
仙
の
旗
。「
清
霊
真
人
裴
君
伝
」（『
雲
笈
七
籤
』
巻
一
〇
五
）
に
、
仙
道

が
成
就
し
た
あ
と
の
行
動
と
し
て
「
青0

旄
の
節0

に
仗よ

り
、
以
て
九
宮
に
周
流
す
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

崇
然　

旗
が
高
く
そ
び
え
る
さ
ま
。

緑
輿　

神
仙
の
み
こ
し
。「
八
道
秘
限
」
の
「
三
道
秘
限
」（『
雲
笈
七
籤
』
巻
五
一
）

に
「
其
の
時
太
極
真
君
・
太
極
真
人
は
玄
景
の
緑0

轝0

に
乗
り
、
上
り
て
紫
微
宮

0

0

0

に

詣い
た

る
」
と
あ
る
。「
轝
」
は
「
輿
」
に
通
じ
る
。

駢
然　

み
こ
し
が
横
に
連
な
っ
て
い
る
さ
ま
。

仙
官
洎
鬼
官　
「
仙
官
」
も
「
鬼
官
」
も
い
ず
れ
も
仙
人
の
官
職
を
指
す
。
南
朝
梁
・

陶
弘
景
『
真
誥
』
巻
五
に
「
諸
仙
人
は
、
俱
に
是
れ
九
宮
の
官
僚
な
る
の
み
。
真

人
に
至
り
て
は
、
乃
ち
九
宮
の
公
卿
大
夫
な
り
。
仙
官

0

0

に
上
下
有
り
、
各
の
次

秩
有
り
」
と
、
ま
た
晩
唐
・
段
成
式
『
酉
陽
雑
俎
』
巻
二
、
玉
格
に
「
鬼
官

0

0

に

七
十
五
品
有
り
。
仙
位
に
九
太
帝
、
二
十
七
天
君
、
一
千
二
百
仙
官
、
二
万
四
千

霊
司
、
三
十
二
司
命
・
三
品
・
九
品
有
り
、
七
城
、
九
階
二
十
七
位
、
七
十
二
万

の
次
第
あ
る
な
り
」
と
あ
る
。「
鬼
官
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
四
司
」
の
注
も

参
照
の
こ
と
。「
洎
」
は
及
ぶ
。

徐
本
・
張
本
は
「
仙
官
」
を
「
仙
宮
」
に
作
る
。

無
央　

数
多
く
の
。
無
数
の
。「
央
」
は
、
尽
き
る
。
神
々
が
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど

い
る
こ
と
を
表
す
。
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陽
者
近
、
陰
者
遠　
「
陽
者
」
は
、
陽
の
神
を
、「
陰
者
」
は
、
陰
の
神
を
指
す
。「
思

神
訣
」（『
雲
笈
七
籤
』
巻
五
五
）
に
「
上
仙
七
十
五
将
軍
は
、
陽0

神
な
り
」
と
、

ま
た
「
上
霊
七
十
五
将
軍
は
、
陰0

神
な
り
」
と
い
よ
う
に
陽
の
神
と
陰
の
神
の
名

が
み
え
て
い
る
。

北
闕
帝
君　

北
極
星
が
神
格
化
さ
れ
た
神
。
太
一
天
尊
を
指
す
。
全
て
の
神
々
が
太

一
天
尊
に
心
服
し
て
い
る
こ
と
が
、『
北
帝
説
豁
落
七
元
経
』（『
道
藏
』
正
乙
部
）

に
「
北
帝
言
う
、
我
の
位
を
極
む
る
や
、
三
十
二
天
の
総
司
を
統す

べ
、
諸
天
の
簿

籍
を
綰す

べ
、
天
帝
は
皆
来
り
て
稽
首
し
、
天
下
の
万
神
は
皆
来
り
て
朝
謁
し
、
万

鬼
千
神
悉
く
皆
震
伏
す
」
と
み
え
て
い
る
。

端
拱　

姿
勢
を
正
し
て
、両
手
を
か
ら
だ
の
前
で
組
む
こ
と
。
杜
甫
「
往
在
」（0953

『
詳
注
』
巻
一
六
）
に
「
端
拱

0

0

し
て
諫
諍
を
納い

れ
、和
風
日
び
に
沖
融
す
」
と
あ
る
。

「
沖
融
」
は
、
満
ち
て
広
が
る
こ
と
。

於
天
上
最
貴
矣　

天
上
で
最
上
で
あ
る
こ
と
。『
太
一
救
苦
護
身
妙
経
』（『
道
藏
』

洞
玄
部
本
文
類
）
に
は
「
是
に
於
い
て
、
天
尊　

老
君
に
告
げ
て
曰
く
、
此
の
聖

は
最
も
尊
く
最
も
貴
く

0

0

0

0

、
最
も
聖
に
し
て
最
も
霊
な
り
」
と
あ
り
、
太
一
天
尊
が

最
上
の
神
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
天
尊
」は
、道
教
に
お
け
る
最
高
神
。

「
老
君
」
は
、
北
極
星
の
神
、
太
一
天
尊
。

　

高
本
・
張
本
は
「
於
」
を
「
于
」
に
作
る
。
朱
本
は
「
貴
」
を
「
尊
」
に
作
る
。

〔
二
〕

　

已
而
左
玄
之
屬
吏
、
三
洞
弟
子
某
進
曰
、
經
始
繢
事
、
前
柱
下
史
河
東
柳
涉
、
職

是
樹
善
、
損
于
而
家
、
憂
于
而
國
、
剝
私
室
之
匱
、
渴
蒸
人
之
安
、
志
所
至
也
。
請

梗
槩
帝
君
救
護
之
慈
、
朝
拜
之
功
曰
、
若
人
存
思
我
主
籙
生
之
根
、
死
之
門
、
我
則

制
伏
妖
之
興
、
毒
之
騰
。
凡
今
之
人
、
反
側
未
濟
。
柳
氏
、
柱
史
也
、
立
乎
老
君
之

後
。
獲
隱
嘿
乎
、
忍
塗
炭
乎
。
先
生
與
道
而
遊
、
與
學
而
遊
。
可
上
以
昭
太
一
之
神

威
于
下
、
下
以
昭
柱
史
之
告
訴
于
上
。
玉
京
之
用
事
也
、
率
土
之
發
祥
也
。
惡
乎
寢

而
、
庸
詎
仰
而
。

　

已す
で

に
し
て
左さ
げ
ん玄
の
属ぞ
く
り吏
に
し
て
、
三さ
ん
ど
う洞
の
弟て
い
し子
た
る
某ぼ
う

進す
す

み
て
曰い
わ

く
、「
繢か
い

事じ

を

経け
い
し始
せ
る
、前さ
き

の
柱ち
ゅ
う
下か

史し 

河か

東と
う

の
柳
り
ゅ
う
し
ょ
う
渉
は
、職も
っ
ぱら
是こ
れ

れ
善ぜ
ん

を
樹た

て
、而な
ん
じが
家い
え

を
損そ
こ
ない
、

而な
ん
じが
国く
に

を
憂う
れ

い
、
私し
し
つ室
の
匱と
ぼ

し
き
を
剝け
ず

り
、
蒸じ
ょ
う
じ
ん人の
安や
す

ん
ず
る
を
渴ね
が

い
、
志

こ
こ
ろ
ざ
しの
至い
た

れ

る
所と
こ
ろな
り
。
請こ

う
帝て
い
く
ん君
救き
ゅ
う
ご護
の
慈い
つ
くし
み
、
朝ち
ょ
う
は
い拝の
功こ
う

を
梗こ
う
が
い概
し
て
曰い
わ

ん
、
若
か
く
の
ご
とき
人ひ
と

の

我わ

が
生せ
い

の
根こ
ん

、
死し

の
門も
ん

を
主し
ゅ
ろ
く籙
す
る
を
存そ
ん
し思
せ
ば
、
我わ
れ

は
則す
な
わち
妖よ
う

の
興お
こ

れ
る
、
毒ど
く

の

騰と
う

せ
る
を
制せ
い
ふ
く伏
せ
ん
、
と
。
凡お
よ

そ
今い
ま

の
人ひ
と

は
、
反は
ん
そ
く側
し
て
未い
ま

だ
済す
く

わ
れ
ず
。
柳り
ゅ
う
し氏

は
、
柱ち
ゅ
う
し史
に
し
て
、
老ろ
う
く
ん君
の
後の
ち

に
立た

つ
。
隠い
ん
ぼ
く嘿
す
る
を
獲え

ん
や
、
塗と
た
ん炭
に
忍し
の

び
ん
や
。

先せ
ん
せ
い生
道み
ち

と
与と
も

に
し
て
遊あ
そ

び
、
学が
く

と
与と
も

に
し
て
遊あ
そ

ぶ
。
上か
み

は
以も
つ

て
太た
い
い
つ一
の
神し
ん
い威
を
下し
も

に

昭あ
き

ら
か
に
し
、
下し
も

は
以も
つ

て
柱ち
ゅ
う
し史
の
告こ
く
そ訴
を
上か
み

に
昭あ
き

ら
か
に
す
べ
し
。
玉ぎ
ょ
く
け
い京の
事こ
と

を
用も
ち

う
る
や
、
率そ
っ

土と

の
祥し
ょ
うを
発は
っ

す
る
な
り
。
悪い
ず
くん
ぞ
寝や
め

ん
や
、
庸な

ん詎
ぞ
仰あ
お

が
ん
や
」
と
。

　

や
が
て
、
左
玄
真
人
の
部
下
で
、
ま
た
三
洞
の
弟
子
の
某
氏
が
進
み
で
て
次
の
よ

う
に
い
う
、「
太
一
天
尊
の
壁
画
を
設
立
す
る
事
業
を
始
め
、
前
の
柱
下
史
で
あ
っ

た
河
東
出
身
の
柳
渉
は
、
も
っ
ぱ
ら
善
行
を
た
て
、
自
身
の
財
を
な
げ
う
ち
、
国
家

を
憂
え
、
私
財
の
蓄
え
を
削
っ
て
、
民
草
を
安
心
さ
せ
る
こ
と
を
強
く
願
う
ほ
ど
で
、

そ
の
志
は
最
上
の
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
ど
う
か
太
一
天
尊
の

人
々
を
救
い
ま
も
る
慈
し
み
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
太
一
天
尊
に
参
拝
す
る
こ
と
の
功

徳
に
つ
い
て
、
太
一
天
尊
に
代
わ
り
ま
と
め
て
述
べ
さ
せ
て
ほ
し
い
。
こ
の
よ
う
な

お
人
が
私
、
太
一
天
尊
が
人
の
生
死
に
関
す
る
帳
簿
を
司
っ
て
い
る
こ
と
を
心
に
と

め
て
さ
え
い
れ
ば
、
私
は
、
妖
魔
が
害
毒
を
及
ぼ
そ
う
と
す
る
こ
と
を
抑
制
す
る
だ

ろ
う
、と
。
総
じ
て
今
の
人
々
は
安
ら
か
に
寝
ら
れ
ず
、救
わ
れ
て
い
な
い
。
柳
氏
は
、

柱
下
史
（
御
史
）
で
あ
っ
て
、
老
子
（
太
上
老
君
）
の
後
を
継
い
で
い
る
。
ど
う
し

て
俗
世
か
ら
隠
れ
て
沈
黙
し
、苦
し
ん
で
い
る
人
々
を
黙
っ
て
見
て
い
ら
れ
よ
う
か
。

ひ
る
が
え
っ
て
先
生
、
石
鼈
の
老
人
よ
、
あ
な
た
は
道
と
と
も
に
め
ぐ
り
、
学
問
と

と
も
に
め
ぐ
っ
て
い
る
。上
か
ら
は
太
一
天
尊
の
神
々
し
い
威
信
を
下
々
に
明
示
し
、

一
方
で
は
、
柳
侍
御
史
の
訴
え
を
お
上
（
朝
廷
）
に
明
示
す
る
べ
き
で
あ
る
。
帝
都
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で
太
一
天
尊
を
祭
る
祭
祀
が
行
わ
れ
る
と
、
天
下
に
瑞
祥
が
現
れ
る
。
ど
う
し
て
先

生
自
身
、
柳
渉
の
こ
と
を
広
め
る
の
を
や
め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
沈
黙
し
た
ま
ま
で

あ
れ
ば
、
そ
の
善
行
を
敬
慕
し
た
こ
と
に
な
り
え
よ
う
か
」
と
。

左
玄
之
属
吏　

左
玄
真
人
の
部
下
。「
左
玄
」は
左
玄
真
人
。「
朝
真
儀
」（『
雲
笈
七
籤
』

巻
四
五
）
に
、「
太
上
道
君
、
九
色
雲
霞
の
帔
を
著
け
、
九
徳
の
冠
を
戴
く
。
左0

玄
真
人

0

0

0

は
左
に
在
り
、右
玄
真
人
は
右
に
在
り
」
と
み
え
る
。「
屬
吏
」
は
、部
下
。

　

全
唐
文
は
「
玄
」
を
「
元
」
に
作
る
。

三
洞
弟
子　

三
洞
弟
子
と
は
、
道
教
に
仕
え
る
者
。「
三
洞
」
は
、
道
教
に
お
け
る

三
層
の
教
理
の
世
界
。「
三
洞
」（『
雲
笈
七
籤
』
巻
六
）
に
「
道
門
大
論
に
云
う
、

三
洞

0

0

は
、
洞
は
通
を
言
う
な
り
。
玄
に
通
じ
妙
に
達
せ
ん
と
す
る
に
、
其
の
統
三

有
る
が
故
に
三
洞
と
云
う
。
第
一
に
洞
真
、
第
二
に
洞
玄
、
第
三
に
洞
神
な
り
」

と
あ
る
。
以
下
に
、
太
一
天
尊
の
声
を
伝
達
し
よ
う
と
す
る
屬
吏
と
弟
子
の
こ
と

ば
が
続
く
。

経
始　

事
業
を
は
じ
め
る
。
こ
こ
で
は
太
一
天
尊
の
壁
画
を
描
く
事
業
。『
毛
詩
』

大
雅
「
霊
台
」
に
「
霊
台
を
経
始

0

0

す
、
之
を
経
し
之
を
営
す
」
と
あ
り
、
こ
れ
は

祭
壇
を
設
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
祭
礼
に
関
わ
る
事
業
を
は
じ
め
る
こ
と
を
い

う
。

繢
事　

絵
を
描
く
こ
と
。
初
唐
・
劉
知
幾
『
史
通
』
雑
説
下
に
、「
夫
れ
服
飾
を
盛

ん
に
す
る
者
は
珠
翠
を
以
て
先
と
為
し
、
繢
事

0

0

を
工
に
す
る
者
は
丹
青
を
以
て
主

と
為
す
」
と
あ
る
。「
丹
青
」
は
、
絵
を
描
く
た
め
の
赤
色
・
青
色
の
顔
料
。

柱
下
史　

御
史
の
美
称
（『
史
記
』
張
丞
相
伝
に
よ
る
）。
も
と
も
と
周
・
秦
の
官
名

で
、
老
子
が
就
い
て
い
た
と
い
う
。
漢
以
降
は
御
史
と
い
わ
れ
た
。

河
東　

山
西
省
永
済
市
。
柳
渉
の
本
籍
。

職　

も
つ
ぱ
ら
。
柳
渉
が
ひ
た
す
ら
善
行
に
励
ん
だ
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

樹
善　

よ
い
行
い
を
す
る
。「
樹
」
は
、
た
て
る
。
確
立
す
る
。

損
于
而
家
、
憂
于
而
国　
「
損
于
而
家
」
は
、
自
身
の
家
財
を
用
い
る
こ
と
。『
史
記
』

巻
三
八
、
宋
微
子
世
家
に
「
臣 

福
を
作
し
威
を
作
し
玉
食
す
る
有
ら
ば
、
其
れ

而
が
家

0

0

0

に
害
あ
り
、
而
が
国

0

0

0

に
凶
あ
り
」。

　

仇
本
・
全
唐
文
は
こ
の
二
字
「
于
」
を
「
於
」
に
作
る
。

剝
私
室
之
匱　

自
身
の
財
産
を
減
ら
す
。「
剥
」
は
、減
ら
す
こ
と
。「
匱
」
は
、「
櫃
」

に
通
じ
る
。
貯
え
。

渇　

渇
望
す
る
。

　

徐
本
は
「
竭
」
に
作
り
、
仇
本
は
「
一
作
竭
」
と
記
す
。

蒸
人　

民
衆
。「
蒸
」
は
、
多
い
。
蒸
民
、
蒸
庶
に
同
じ
。

梗
概　

概
括
す
る
。

若
人
存
思
我
主
籙
生
之
根
、
死
之
門　

仇
本
は
「
人
」
を
柳
渉
と
、「
我
」
を
太
一

天
尊
と
解
す
る
。
深
澤
訳
は
「
も
し
人
が
、
私
が
生
の
根
元
、
死
へ
の
入
り
口
を

と
り
し
き
っ
て
い
る
こ
と
を
よ
く
よ
く
思
念
す
る
な
ら
ば
」
と
訳
し
て
い
る
よ
う

に
、「
人
」
を
不
特
定
多
数
の
人
と
解
す
る
。「
存
思
」
は
、
瞑
想
す
る
こ
と
。
深

澤
訳
は
「
道
教
の
術
語
。
思
い
を
精
に
し
想
を
凝
ら
し
、
内
視
内
観
す
る
方
法
」

と
述
べ
、「
老
君
存
思
図
十
八
篇
并
序
」（『
雲
笈
七
籤
』
巻
四
三
）
の
「
身
を
修

め
物
に
済
る
は
、
要
は
存
思

0

0

に
在
り
。
存
思

0

0

精
な
ら
ず
ん
ば
、
漫
瀾
に
し
て
感
無

し
」、
及
び
『
太
一
救
苦
護
身
妙
経
』
の
「
若
し
衆
生
の
、
邪
精
鬼
賊
妄
り
に
来

り
て
傷
つ
く
る
所
為
す
有
ら
ば
、
但
だ
存
思

0

0

し
て
聖
号
を
念
誦
す
べ
し
、
妖
魅
は

自
ず
と
止
み
、
鬼
賊
滅
亡
す
」
を
引
く
。「
主
籙
」
は
、
道
教
の
官
職
の
一
つ
で
、

人
々
の
生
死
に
関
す
る
帳
簿
を
つ
け
る
役
職
。
深
澤
訳
は
、「
主
籙
」
が
道
教
の

官
職
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、「
こ
こ
で
は
生
死
を
そ
の
帳
簿

に
記
入
し
て
、
人
の
生
死
を
支
配
す
る
と
い
っ
た
意
味
だ
ろ
う
」
と
解
釈
し
、「
生

の
根
元
、
死
へ
の
入
り
口
を
と
り
し
き
っ
て
い
る
」
と
訳
す
。

妖
之
興　

妖
魔
が
暴
れ
ま
わ
る
こ
と
。

毒
之
騰　

毒
を
ま
き
散
ら
す
。
危
害
を
及
ぼ
す
こ
と
。
仇
本
は
「
此
の
数
句
は
、
乃

ち
道
士
の
代
り
て
帝
君
の
語
を
為
す
」
と
記
す
。
深
澤
訳
は
こ
こ
ま
で
が
、
道
士

が
太
一
天
尊
の
こ
と
ば
を
概
括
し
た
部
分
と
解
す
る
。
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反
側　

安
ら
か
に
眠
れ
な
い
。
杜
甫
「
送
韋
諷
上
閬
州
録
事
参
軍
」（0770

『
詳
注
』

巻
一
三
）
に
「
庶
官
割
剥
を
務
め
、
反
側

0

0

を
憂
う
る
に
暇い
と
まあ
ら
ず
」
と
あ
る
。
官

吏
が
税
収
を
取
り
立
て
る
こ
と
に
熱
心
で
、
民
衆
が
安
ら
か
に
眠
れ
な
い
こ
と
を

気
に
か
け
る
い
と
ま
も
な
い
こ
と
を
い
う
。

未
済　

ま
だ
救
わ
れ
て
い
な
い
。
未
済
は
、『
易
』
の
卦
名
（

）。『
漢
書
』
巻

五
六
、
董
仲
舒
伝
に
み
え
る
武
帝
の
董
仲
舒
に
対
す
る
策
問
に
、「
群
生
遂
げ
る

こ
と
寡す
く
なく
、
黎
民
未
済

0

0

な
り
」
と
み
え
る
。

立
乎
老
君
之
後　

柳
渉
が
、
か
つ
て
柱
下
史
で
あ
っ
た
老
子
の
跡
を
継
い
で
い
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
朱
鶴
齢
注
は
「
老
君
は
嘗
て
周
の
柱
下
史
為
る
が
ゆ
え
に
、
柳

氏
今
其
の
後
を
継
ぐ
を
謂
う
」
と
解
す
る
。

獲　

…
で
き
る
。

隠
嘿　

沈
黙
し
て
語
ら
な
い
こ
と
。
だ
ま
っ
て
い
る
こ
と
。

塗
炭　

極
め
て
苦
し
い
境
遇
。『
尚
書
』
仲
虺
之
誥
に
、「
民
塗
炭

0

0

に
墜
つ
」
と
あ
る
。

ど
ろ
に
ま
み
れ
火
に
焼
か
れ
る
よ
う
な
苦
し
み
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
。

先
生　

石
鼈
老
を
指
す
。
道
士
の
石
鼈
老
に
対
す
る
呼
び
か
け
。

太
一　

太
一
天
尊
を
指
す
。

　

朱
本
、
仇
本
は
「
一
」
を
「
乙
」
に
作
る
。

于
下　
「
于
」
は
、
朱
本
、
仇
本
「
於
」
に
作
る
。

告
訴
于
上　

訴
え
を
お
上
（
朝
廷
）
に
明
ら
か
に
す
る
。

　

朱
本
、
仇
本
は
「
于
」
を
「
於
」
に
作
る
。

玉
京
之
用
事　

都
で
太
一
神
を
祭
る
祭
祀
を
行
う
。「
玉
京
」
は
、
都
で
あ
る
長
安
。

率
土
之
発
祥　

全
土
で
瑞
祥
が
現
れ
る
。「
率
土
」は「
率
土
の
浜
」（『
毛
詩
』小
雅「
北

山
」）
の
略
称
。
陸
地
の
は
て
ま
で
全
て
。
転
じ
て
国
土
全
体
。「
発
祥
」
は
、
め

で
た
い
し
る
し
が
表
れ
る
。『
毛
詩
』
商
頌
「
長
発
」
の
「
濬
哲
な
る
か
な
維
れ
商
、

其
の
祥
を
長
発
す

0

0

0

0

0

0

0

」
に
よ
る
。

悪
乎
寝
而　
「
悪
乎
」
は
、
反
語
を
表
す
。「
寝
」
は
、
隠
れ
る
こ
と
。

庸
詎
仰
而　
「
庸
詎
」
は
、
反
語
を
表
す
。「
仰
」
は
、
敬
慕
す
る
こ
と
。
尊
敬
し
敬

う
。
こ
こ
で
は
、
石
鼈
老
が
沈
黙
し
て
い
る
以
上
、
決
し
て
柳
渉
の
善
行
を
敬
慕

し
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
深
澤
訳
は

「
仰た
の

ま
ん
而
」
と
訓
じ
、「
何
も
せ
ず
に
い
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
」
と
訳
す
。
仇
本
は

こ
の
末
尾
の
表
現
に
つ
い
て
「
此
の
第
二
段
は
、
設
問
の
詞
を
作
す
。
両
句
尾
に

各
の
而
字
を
用
う
る
は
、毛
詩
の
句
法
に
效
う
」
と
記
す
。
ま
た
底
本
は
、『
毛
詩
』

斉
風
「
著
」
の
「
我
を
著
に
俟
つ
、
充
耳
す
る
に
素
を
以
て
せ
り
、
之
を
尚か
ざ

る
に

瓊け
い
か

華
を
以
て
せ
り
（
俟
我
於
著
乎
而0

、
充
耳
以
素
乎
而0

、
尚
之
以
瓊
華
乎
而0

）」

が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
末
尾
で
「
而
」
を
繰
り
返
し
使

う
こ
と
で
感
歎
の
意
を
表
す
と
述
べ
る
。

〔
三
〕

　

先
生
藐
然
若
往
、
頽
然
而
止
曰
、
噫
、
夫
鳥
亂
於
雲
、
魚
亂
於
河
、
獸
亂
於
山
。

是

弋
鈎
罟
削
格
之
智
生
。
是
機
變
邀
退
攫
拾
之
智
極
。
故
自
黃
帝
已
下
、
干
戈
崢

嶸
、
流
血
不
乾
、
骨
蔽
平
原
、
乖
氣
橫
放
、
淳
風
不
返
。
雖
書
載
蠻
夷
率
服
、
詩
稱

徐
方
大
來
、
許
其
慕
中
夏
與
。
夫
容
成
・
中
央
氏
・
尊
盧
氏
輩
、
結
繩
而
已
、
百
姓

至
死
不
相
往
來
。
茲
茂
德
困
矣
。
矧
賢
主
趣
之
而
不
及
、
庸
主
聞
之
而
不
曉
、
浩
穰

崩
蹙
、
數
千
古
哉
。
至
使
世
之
仁
者
、
蒿
目
而
憂
世
之
患
、
有
是
夫
。
今
聖
主
誅
干

紀
、
康
大
業
、
物
尚
疵
癘
、
戰
爭
未
息
。
必
揆
當
世
之
變
、
日
慎
一
日
、
衆
之
所
惡

與
之
惡
、
衆
之
所
善
與
之
善
。
勑
有
司
寬
政
去
禁
、
問
疾
薄
斂
、
脩
其
土
田
、
險
其

走
集
、
以
此
馭
賊
臣
惡
子
、
自
然
百
祥
攻
百
異
有
漸
。
天
下
洶
洶
、
何
其
撓
哉
。
已

登
乎
種
種
之
民
、
舍
夫
啍
啍
之
意
、
是
巍
巍
乎
北
闕
帝
君
者
。
肯
不
乘
道
腴
、
卷
黑

簿
、
詔
北
斗
削
死
、
南
斗
注
生
、
與
夫
圓
首
方
足
、
施
及
乎
蠢
蠕
之
蟲
、
肖
翹
之
物
、

盡
驅
之
更
始
。
何
病
乎
不
得
如
昔
在
太
宗
之
時
哉
。」

　

先せ
ん
せ
い生
藐ば
く
ぜ
ん然
と
し
て
往ゆ

く
が
若ご
と

く
、
頽た
い
ぜ
ん然
と
し
て
止と
ど
まり
て
曰い
わ

く
、
噫あ
あ

、
夫そ
れ

れ
鳥と
り

は
雲く
も

に
乱み
だ

れ
、
魚う
お

は
河か
わ

に
乱み
だ

れ
、
獣け
も
のは
山や
ま

に
乱み
だ

る
。
是こ

れ
ひ
つ

弋よ
く

鈎こ
う
こ罟
削さ
っ
か
く格
の
智ち

の
生し
ょ
うず
れ

ば
な
り
。
是こ

れ
機き

変へ
ん

邀げ
き
た
い退
攫か
く
じ
ゅ
う
拾
の
智ち

極き
わ

ま
れ
ば
な
り
。
故ゆ
え

に
黄こ
う
て
い帝
自よ

り
已い

か下
、
干か
ん
か戈
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崢そ
う
こ
う嶸
と
し
て
、
流
り
ゅ
う
け
つ血
乾か
わ

か
ず
、
骨ほ
ね

は
平へ
い
げ
ん原
を
蔽お
お

い
、
乖か
い
き気
横お
う
ほ
う放
し
、
淳じ
ゅ
ん
ぷ
う風は
返か
え

ら
ず
。

書し
ょ

は
、
蠻ば
ん
い夷
は
率そ
っ
ぶ
く服
す
と
載の

せ
、
詩し

は
、
徐じ
ょ
ほ
う方
は
大お
お

い
に
来き

た
る
と
称し
ょ
う
す
と
雖い
え
ど
も
、

其そ

の
中
ち
ゅ
う

夏か

を
慕し
た

う
を
許ゆ
る

さ
ん
か
。
夫そ

れ
容よ
う
せ
い成
・
中
ち
ゅ
う

央お
う

氏し

・
尊そ
ん

盧ろ

氏し

の
輩や
か
ら
は
、
縄な
わ

を

結む
す

ぶ
而の

み已
に
し
て
、
百ひ
ゃ
く
せ
い姓
は
死し

に
至い
た

る
ま
で
相あ
い

往お
う
ら
い来
せ
ず
。
茲こ
こ

に
茂ぼ
う
と
く徳
困き
わ

ま
れ
り
。

矧い
わ

ん
や
賢け
ん
し
ゅ主
は
之こ
こ

に
趣ゆ

か
ん
と
し
て
及お
よ

ば
ず
、
庸よ
う
し
ゅ主
は
之こ
れ

を
聞き

き
て
曉さ
と

ら
ず
、
浩
こ
う
じ
ょ
う穰

の
崩ほ
う
せ
き蹙
す
る
こ
と
、
数す
う

千せ
ん

古こ

な
る
を
や
。
世よ

の
仁じ
ん
し
ゃ者
を
し
て
、
目め

を
蒿た
か

め
世よ

の
患う
れ

い

を
憂う
れ

え
し
む
る
に
至い
た

る
は
、
是こ

れ
有あ

る
か
な
。
今い
ま

聖せ
い
し
ゅ主
は
干か
ん
き紀
を
誅ち
ゅ
うし
、
大た
い
ぎ
ょ
う業を
康や
す

ん
ず
る
も
、
物も
の

は
尚な

お
疵し
れ
い癘
あ
り
、
戦せ
ん
そ
う争
未い
ま

だ
息や

ま
ず
。
必か
な
ら
ず
当と
う
せ
い世
の
変へ
ん

を
揆は
か

り
、

日ひ
び

に
一い
ち
じ
つ日
慎つ
つ

し
み
、
衆し
ゅ
うの
悪に
く

む
所と
こ
ろは
之こ
れ

と
与と
も

に
悪に
く

み
、
衆し
ゅ
うの
善よ

し
と
す
る
所と
こ
ろは
之こ
れ

と

与と
も

に
善よ

し
と
せ
よ
。
有ゆ
う
し司
に
勅ち
ょ
くし
て
政
ま
つ
り
ご
とを
寛ゆ
る

く
し
禁き
ん

を
去の
ぞ

き
、
疾し
つ

を
問と

い
斂れ
ん

を
薄う
す

く

し
、其そ

の
土ど
で
ん田
を
脩お
さ

め
、其そ

の
走そ
う
し
ゅ
う集を
険け
わ

し
く
し
、此こ

れ
を
以も
っ

て
賊ぞ
く
し
ん臣
悪あ
く
し子
を
馭ぎ
ょ

せ
ば
、

自し
ぜ
ん然
に
百
ひ
ゃ
く
し
ょ
う
祥
は
百
ひ
ゃ
く
異い

を
攻お
さ

め
て
漸ぜ
ん

有あ

り
。
天て
ん

下か

は
洶
き
ょ
う
き
ょ
う
洶
と
し
て
、
何な
ん

ぞ
其そ

れ
撓み
だ

る
る

や
。
已す
で

に
種し
ゅ
じ
ゅ種
の
民た
み

を
登と
う

し
て
、
夫か

の
啍と

ん
と
ん啍
の
意い

を
舍す

つ
る
は
、
是こ
れ

れ
巍ぎ

ぎ

こ
巍
乎
た
る

北ほ
っ
け
つ闕
帝て
い
く
ん君
な
る
者も
の

な
り
。
肯あ

え
て
道ど
う

腴ゆ

に
乘じ
ょ
うじ
、
黒こ
く

簿ぼ

を
巻ま

き
、
北ほ
く
と斗
に
詔
み
こ
と
の
りし
て
死し

を
削け
ず

り
、
南な
ん

斗と

に
生せ
い

を
注ち
ゅ
う
せ
し
め
、
夫か

の
円え
ん
し
ゅ首
方ほ
う
そ
く足
と
与と
も

に
、
施し

き
て
蠢し
ゅ
ん
ぜ
ん蠕
の
虫む
し

、

肖
し
ょ
う
ぎ
ょ
う
翹
の
物も
の

に
及お
よ

び
、
尽
こ
と
ご
とく
之こ
れ

を
駆か

り
て
更こ
う

始し

せ
し
め
ざ
ら
ん
や
。
何な
ん

ぞ
昔む
か
し在
太た
い
そ
う宗
の

時と
き

の
如ご
と

き
を
得え

ざ
る
を
病う
れ

え
ん
や
、
と
。

　

石
鼈
谷
の
老
先
生
は
、
彼
ら
を
軽
視
し
て
立
ち
去
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
体

を
く
ず
し
て
と
ど
ま
っ
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。「
あ
あ
、
そ
も
そ
も
鳥
が
雲
に
乱

れ
飛
び
、
魚
が
河
中
で
乱
れ
泳
ぎ
、
け
も
の
が
山
の
中
に
乱
れ
逃
れ
よ
う
と
す
る
の

は
、
鳥
を
捕
ま
え
る
た
め
の
網
や
い
ぐ
る
み
、
つ
り
ば
り
や
漁
網
、
木
の
柵
と
い
っ

た
知
恵
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ま
た
器
具
、
弓
と
矢
、
つ
か
み
取
る
方
法
な
ど
の

知
識
が
き
わ
ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
黄
帝
の
御
代
以
降
、
い
く
さ

が
盛
ん
に
な
っ
て
、
兵
士
の
血
が
流
れ
て
乾
く
こ
と
な
く
、
そ
の
骨
が
平
原
を
お
お

う
ほ
ど
で
、
邪
気
が
あ
ち
こ
ち
に
ひ
ろ
が
り
、
純
朴
な
風
気
に
回
帰
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。『
尚
書
』
は
「
異
民
族
が
服
従
し
た
」
と
記
し
、『
毛
詩
』
は
「
異
民
族
の

国
の
人
々
が
多
く
や
っ
て
き
た
」
と
記
す
が
、
彼
ら
が
中
華
に
親
し
む
こ
と
を
許
し

た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
も
そ
も
理
想
的
な
太
古
の
天
子
で
あ
る
容
成
氏
・
中
央

氏
・
尊
盧
氏
と
い
っ
た
人
々
の
こ
ろ
、
民
は
縄
を
ゆ
っ
て
互
い
に
伝
達
し
合
う
だ
け

で
あ
っ
た
。
人
々
は
死
ぬ
ま
で
往
来
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
古
の
天
子
の
豊
か
な

徳
は
こ
の
よ
う
に
こ
の
上
な
い
も
の
に
達
し
て
い
た
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
時
代

よ
り
後
に
関
し
て
は
、
賢
明
な
君
主
が
太
古
の
理
想
に
向
か
お
う
と
し
て
も
及
ば
な

い
し
、
凡
庸
な
君
主
で
あ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
話
を
聞
い
て
も
理
解
で
き
な
か
っ
た
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ま
で
民
衆
が
崩
壊
し
て
ど
う
に
も
な
ら
な
い
状
況
に
陥
っ
て
し

ま
い
、
そ
れ
が
数
千
年
も
続
い
て
し
ま
う
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
世
の
仁
義
あ

る
人
が
、
遠
く
理
想
を
求
め
世
の
患
い
を
憂
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う

な
理
由
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
在
の
尊
い
皇
帝
陛
下
が
法
規
を
守
ら
ぬ
者
を

誅
伐
し
、
国
家
の
大
業
を
盛
ん
に
さ
れ
た
が
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
ま
だ
災
禍
が
の
こ

り
、戦
が
止
ん
で
い
な
い
。
必
ず
や
陛
下
が
こ
の
世
の
異
常
な
出
来
事
を
推
し
量
り
、

日
一
日
と
慎
み
、
大
衆
が
悪
む
こ
と
を
悪
み
、
大
衆
が
善
と
す
る
こ
と
を
を
善
と
す

る
べ
き
で
あ
る
。
臣
下
に
命
令
し
て
政
を
寛
容
に
し
禁
止
を
と
り
の
ぞ
き
、
庶
民
の

病
状
を
気
に
か
け
租
税
を
軽
く
し
、
田
畑
を
と
と
の
え
、
辺
境
の
と
り
で
の
守
り
を

固
く
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
賊
臣
や
軽
率
な
若
者
を
手
な
ず
け
統
治
す
れ
ば
、
お
の

ず
か
ら
多
く
の
幸
い
が
多
く
の
災
い
を
徐
々
に
除
い
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
い
ま
天
下

は
ぐ
ら
ぐ
ら
と
不
安
定
な
状
態
で
あ
り
、
な
ん
と
乱
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
か
。
純

朴
な
民
草
を
天
上
の
名
簿
に
登
記
し
、
か
の
く
ど
く
ど
と
し
た
考
え
を
捨
て
さ
せ
た

の
は
、
偉
大
な
る
北
闕
帝
君
（
＝
太
一
天
尊
）
に
ほ
か
に
な
い
。
こ
の
君
は
道
教
の

真
髄
に
の
っ
と
り
、
死
か
ら
免
れ
な
い
人
々
の
名
簿
を
巻
い
て
ご
破
算
に
し
、
部
下

の
北
斗
に
は
死
を
削
ら
せ
、
南
斗
に
は
生
に
ふ
り
か
え
さ
せ
る
。
そ
の
恵
み
は
、
か

の
丸
い
頭
と
四
角
い
足
を
も
つ
人
間
だ
け
で
は
な
く
、
地
を
は
う
虫
や
羽
を
も
っ
た

虫
に
も
施
さ
れ
る
か
ら
、全
て
が
太
古
の
御
代
に
回
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
、
い
っ
た
い
な
ぜ
、
か
つ
て
太
宗
の
貞
観
の
治
世
の
よ
う
に
で
き

な
い
、
と
い
う
こ
と
を
悩
む
必
要
が
あ
ろ
う
か
」
と
。
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藐
然
若
往　

軽
視
し
て
立
ち
去
ろ
う
と
す
る
。「
藐
然
」
は
、
軽
視
す
る
さ
ま
。
三

洞
の
弟
子
の
某
氏
の
問
い
か
け
を
軽
ん
じ
て
い
る
様
子
を
い
う
。
例
え
ば
、『
抱

朴
子
』
暢
玄
に
「
藐
然

0

0

と
し
て
流
俗
の
誉
れ
を
喜
ば
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
俗
物

を
軽
視
す
る
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
藐
然
」は
、深
遠
な
さ
ま
も
意
味
す
る
が
、

そ
の
場
合
は
、
弟
子
を
気
に
か
け
る
こ
と
も
な
く
遠
く
に
行
こ
う
と
す
る
こ
と
を

意
味
し
よ
う
。

　

朱
本
は
「
若
」
を
「
而
」
に
作
り
「
一
作
若
」
と
記
し
、仇
本
は
「
一
作
而
」
と
記
す
。

頹
然　

姿
勢
を
く
ず
す
さ
ま
。
李
白
「
春
日
酔
起
言
志
」（『
全
唐
詩
』
巻
一
八
二
）

に
「
所ゆ

え以
に
終
日
酔
い
、
頹
然
と
し
て
前
楹
に
臥
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
体
を
く

ず
し
た
状
態
を
表
す
。

夫
鳥
乱
於
雲
、
魚
乱
於
河
、
獣
乱
於
山
…　

鳥
、
魚
、
獣
が
そ
れ
ぞ
れ
の
す
み
か
に

安
住
で
き
な
い
の
は
、
人
が
彼
ら
を
捉
え
る
た
め
道
具
を
手
に
入
れ
た
こ
と
が
原

因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。『
荘
子
』
き
ょ
き
ょ
う
篋
の
「
夫
れ
弓
弩
・
畢ひ
つ
よ
く弋
・
機
変

の
知
多
け
れ
ば
、
則
ち
鳥
上
に
乱
る
。
鉤
餌
・
罔も
う
こ罟
・
そ
う
こ
う笱
の
知
多
け
れ
ば
、
則

ち
魚
水
に
乱
る
。
削
格
・
羅
落
・
し

ふ罘
の
知
多
け
れ
ば
、
則
ち
獣
沢
に
乱
る
」
を

踏
ま
え
た
表
現
。

　

徐
本
、張
本
は
「
於
」
を
「
于
」
に
作
る
。
高
本
は
「
河
」
を
「
山
」
に
作
り
、朱
本
、

仇
本
は
「
水
」
に
作
る
。
ま
た
仇
本
は
「
一
作
河
」
と
記
す
。
徐
本
は
「
於
河
獸

亂
於
山
」
の
六
字
を
欠
く
。
高
本
、朱
本
、張
本
は
「
獸
亂
於
山
」
の
四
字
を
欠
く
。

弋　

鳥
を
捕
ら
え
る
た
め
の
道
具
。「

」は
網
の
一
種
。「
弋
」は
、糸
の
つ
い
た
矢
。

鈎
罟　

魚
を
捕
ら
え
る
た
め
の
釣
り
針
と
網
。

　

銭
本
、
全
唐
文
は
「
鈎
」
を
「
釣
」
に
作
り
、
朱
本
、
張
本
は
「
鉤
」
に
作
る
。

削
格　

木
の
枝
を
削
っ
て
柵
の
よ
う
に
並
べ
て
、
獣
を
追
い
込
み
生
け
ど
る
た
め
の

し
か
け
。

機
変　

器
具
。
か
ら
く
り
で
動
く
も
の
し
か
け
。

　

高
本
は
「
變
」
を
「
変
」
に
作
る
。

邀
退　

弓
と
矢
を
言
う
か
。
底
本
は
高
本
、
朱
本
、
仇
本
が
「
繳
射
」
に
作
る
こ
と

を
指
摘
し
た
上
で
、『
孟
子
』
告
子
上
の
「
一
心
に
は
鴻
鵠
有
り
て
将
に
至
ら
ん

と
す
と
以お

も為
い
て
、
弓
繳
を
援ひ

き
て
之
を
射
ん
こ
と
を
思
う
」
を
引
く
。

攫
拾　

つ
か
み
と
る
こ
と
。「
削
格
」「
羅
落
」「

罘
」
と
い
っ
た
も
の
で
獣
を
生

け
捕
り
に
す
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

干
戈
崢
嶸　

い
く
さ
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
。「
干
戈
」
は
、戦
争
、兵
戈
。「
崢
嶸
」
は
、

さ
か
ん
な
さ
ま
。

平
原　

張
本
は
「
平
」
を
「
乎
」
に
作
る
。

乖
気
横
放　

不
吉
な
気
配
が
広
が
り
拡
散
し
て
い
る
。「
乖
気
」
は
不
吉
な
気
。『
晋

書
』
巻
二
七
、五
行
志
上
に
「
君
其
の
道
に
違
え
ば
、
小
人
位
に
在
り
、
衆
庶
常

を
失
え
ば
、則
ち
乖
気

0

0

応
じ
、咎
き
ゅ
う

徵ち
ょ
う

效し
る
しあ
り
て
、国
以
て
亡
ぶ
」
と
あ
る
よ
う
に
、

国
家
の
存
亡
に
関
わ
る
際
に
用
い
ら
れ
る
。「
橫
放
」
は
、
広
が
っ
て
い
く
こ
と
。

淳
風　

純
朴
な
風
気
。
黄
帝
以
前
の
争
い
の
な
い
理
想
的
な
世
界
の
風
土
を
い
う
。

『
抱
朴
子
』
逸
民
に
「
淳
風

0

0

は
以
て
百
代
の
穢け
が
れ
を
濯
ぐ
に
足
り
、
高
操
は
以
て
将

来
の
濁
り
を
激さ
え
ぎる
に
足
る
」
と
あ
る
。

書
載
蠻
夷
率
服　
「
書
」
は
『
尚
書
』。「
蠻
夷
率
服
」
は
、
異
民
族
が
中
華
に
服
従

し
た
こ
と
を
い
う
。「
蠻
夷
率
服
」が
、『
尚
書
』舜
典
に
み
え
る
こ
と
を
い
う
。「
率

服
」
は
、
服
従
す
る
こ
と
。

　

銭
本
、
朱
本
は
「
夷
」
を
伏
せ
字
に
し
て
い
る
。

詩
称
徐
方
大
来　
「
詩
」
は
『
毛
詩
』。「
徐
方
大
来
」
は
、
異
民
族
の
人
び
と
が
中

華
に
大
挙
し
て
き
た
こ
と
を
い
う
。『
毛
詩
』
大
雅
「
常
武
」
の
「
王
猶
お
允ま
こ
と
に

塞み

て
り
、徐
方
既
に
来
れ
り

0

0

0

0

0

0

0

。
徐
方
既
に
同
じ
ぬ
、天
子
の
功
」を
踏
ま
え
る
。「
徐

方
」
は
、
淮
北
に
位
置
し
た
異
民
族
の
国
名
。

中
夏　

中
国
の
こ
と
。
後
漢
、
班
固
「
東
都
賦
」（『
文
選
』
巻
一
）
に
「
中
夏

0

0

を
目み

て
徳
を
布し

き
、
四
裔
を
瞰み

て
稜み
い
つを
抗あ

ぐ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
異
民
族
と
中
華
を
対

比
す
る
と
き
用
い
ら
れ
る
。
異
民
族
を
服
従
さ
せ
る
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、深
澤
訳
は「
あ
る
い
は
粛
宗
が
安
史
の
乱
を
し
ず
め
る
た
め
に
ウ
ィ
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グ
ル
族
の
援
兵
を
も
と
め
た
こ
と
に
対
す
る
杜
甫
の
不
満
、「
花
門
を
留
む
」（0267

『
詳
注
』
巻
七
）
の
詩
に
の
べ
る
よ
う
な
懸
念
を
表
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
」
と

述
べ
て
い
る
。

　

仇
本
は｢
夏｣

を
「
華
」
に
作
る
。

容
成
・
中
央
氏
・
尊
盧
氏
輩
、
結
縄
而
已　

太
古
の
理
想
的
な
時
代
を
表
す
。「
容
成
・

中
央
氏
・
尊
盧
氏
」は
い
ず
れ
も
太
古
の
理
想
の
天
子
の
名
で
、『
荘
子
』
篋
に「
子

独
り
至
徳
の
世
を
知
ら
ざ
る
か
。
昔む
か
し者
容
成
氏

0

0

0

・
大
庭
氏
・
伯
皇
氏
・
中
央
氏

0

0

0

・

栗
陸
氏
・
驪
畜
氏
・
軒
轅
氏
・
赫
胥
氏
・
尊
盧
氏

0

0

0

・
祝
融
氏
・
伏
犧
氏
・
神
農
氏

あ
り
。
是
の
時
に
当
り
て
や
、
民
縄
を
結
び
て

0

0

0

0

0

之
を
用
う
」
と
み
え
る
。「
結
縄
」

は
、
上
古
の
文
字
の
無
か
っ
た
時
代
、
縄
を
結
ん
で

0

0

0

0

0

約
束
の
し
る
し
に
し
た
こ
と
。

転
じ
て
、
上
代
の
理
想
的
な
政
治
を
意
味
す
る
。『
周
易
』
繫
辞
伝
に
「
上
古
は

縄
を
結
び
て
治
む
」
と
あ
る
。

　

朱
本
、張
本
、仇
本
は
、「
容
成
」
の
あ
と
に
「
氏
」
の
字
が
有
る
。
朱
本
、仇
本
は
、

「
尊
盧
氏
」
の
下
に
「
一
本
無
此
三
字
」
と
記
す
。

茂
徳
困　

す
ぐ
れ
て
立
派
な
徳
が
最
上
に
達
し
て
い
る
。「
茂
徳
」
は
、
す
ぐ
れ
て

立
派
な
徳
。『
左
伝
』
宣
公
十
二
年
に
「
狄
に
五
罪
有
り
…
…
其
の
俊
才
に
怙た
の(

た

の)

み
て
茂
徳

0

0

を
以
て
せ
ず
」
と
あ
る
。｢

困｣

は
、
き
わ
ま
る
こ
と
。『
国
語
』

巻
二
一
、
越
語
下
「
日
困き
わ

ま
り
て
還
り
、
月
盈み

ち
て
匡か

く
」
の
韋
昭
注
に
「
困0

は
、

窮
な
り
」
と
あ
る
。

　

仇
本
は
「
困
」
を
「

」
に
作
り
、「
旧
本
作
困
。
朱
言
改
作

、
即
古
淵
字
」

と
記
す
。
た
だ
現
行
の
朱
本
は
、
本
文
が
「
困
」
に
見
え
、
こ
の
校
勘
も
記
さ
れ

て
い
な
い
。

趣　

太
古
の
理
想
の
天
子
の
よ
う
な
政
治
に
回
帰
す
る
こ
と
。

庸
主　

凡
庸
な
君
主
。
杜
甫
「
行
次
昭
陵
」（0189

『
詳
注
』
巻
五
）
に
も
「
旧
俗

庸
主

0

0

に
疲
れ
、
群
雄
独
夫
を
問
う
」
と
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
旧
俗
」
は
前
代
の

王
朝
の
人
び
と
。
杜
甫
の
こ
の
文
で
は
「
浩
穣
」
が
同
様
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て

い
よ
う
。「
独
夫
」
は
、
民
の
信
頼
を
失
っ
た
男
。
煬
帝
を
指
す
。

浩
穣　

多
い
こ
と
。
こ
こ
で
は
多
く
の
人
び
と
を
意
味
す
る
。

崩
蹙　

崩
壊
し
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
状
況
に
追
い
詰
め
ら
れ
る
こ
と
。

蒿
目
而
憂
世
之
患　

遠
く
を
見
や
り
世
の
中
の
患
い
に
対
し
て
憂
え
る
。「
蒿
目
」は
、

遠
く
を
見
や
る
こ
と
。『
荘
子
』
駢べ
ん
ぼ拇
の
「
今
世
の
仁
人
は
、
蒿
目
し
て

0

0

0

0

世
の
患

い
を
憂
う
」
に
由
来
す
る
こ
と
ば
。
仇
本
は
「
仁
者
世
を
憂
う
は
、柳
渉
を
指
す
」

と
い
う
。

干
紀　

法
令
を
犯
す
。
こ
こ
で
は
そ
れ
を
し
た
逆
臣
。
後
漢
・
潘
勗「
冊
魏
公
九
錫
文
」

（『
文
選
』
巻
三
四
）
に
「
関
を
犯
し
紀
を

0

0

干お
か

せ
ば

0

0

、誅
ち
ゅ
う
き
ょ
くせ
ざ
る
は
莫
し
」
と
あ
る
。

疵
癘　

わ
ざ
わ
い
を
う
け
る
。
災
禍
に
あ
う
。
原
義
は
病
気
。『
荘
子
』
逍
遥
遊
に
、

「
其
の
神
凝
れ
ば
、物
を
し
て
疵
癘

0

0

せ
し
め
ず
、年
穀
を
し
て
熟
せ
し
む
」
と
あ
る
。

『
荘
子
』
は
、
姑
射
山
に
す
む
神
人
が
、
人
を
病
気
に
さ
せ
な
い
こ
と
を
い
う
。

揆
当
世
之
変　

こ
の
世
の
異
常
な
出
来
事
を
推
し
量
る
。「
揆
」
は
、
推
し
量
る
。

　

銭
本
は
「
世
」
を
「
時
」
に
作
る
。

勑
有
司　

臣
下
に
命
令
す
る
。「
有
司
」
は
、
役
人
。
皇
帝
の
臣
下
。
担
当
が
あ
る

も
の
の
意
で
、『
尚
書
』
大
禹
謨
に
よ
る
語
句
。

　

銭
本
、
朱
本
、
仇
本
、
全
唐
文
は
「

」
を
「
勅
」
に
作
る
。

薄
斂　
「
薄
斂
」
は
、
租
税
を
軽
く
す
る
こ
と
。『
左
伝
』
昭
公
二
十
年
「
公
説よ
ろ
こび
、

有
司
を
し
て
政
を
寛ゆ
る

く
し
、
関
を
毀こ
ぼ

ち
、
禁
を
去
り
、
斂
を
薄
く
し
て

0

0

0

0

0

0

、
責
を
已や

め
し
む
」
を
踏
ま
え
た
語
句
。
杜
甫
「
同
元
使
君
舂
陵
行
」（1154

『
詳
注
』
巻

一
九
）
に
も
「
悽
惻
し
て
誅
求
を
念
い
、
斂
を
薄
く

0

0

0

0

す
れ
ば
休
明
に
近
し
」
と
み

え
る
。「
悽
惻
」
は
、
心
を
い
た
め
る
こ
と
。「
誅
求
」
は
、
厳
し
く
税
を
と
り
た

て
る
こ
と
。「
休
明
」
は
、
よ
く
治
ま
る
こ
と
。
太
平
。

　

徐
本
、
高
本
、
銭
本
、
朱
本
、
張
本
は
「
斂
」
を
「
歛
」
に
作
る
。

脩
其
土
田
、
険
其
走
集　

田
畑
を
と
と
の
え
、
辺
境
の
と
り
で
の
守
り
を
固
く
す
る
。

「
土
田
」
は
、
は
た
け
。
田
地
。「
走
集
」
は
、
辺
境
の
と
り
で
。
有
事
に
兵
卒
が

急
い
で
集
ま
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
は
『
左
伝
』
昭
公
二
三
年
の
「
其
の
土
田

0

0

を

修
め
、
其
の
走
集
を
険
に
す
」
を
踏
ま
え
る
。
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高
本
、
銭
本
、
朱
本
、
張
本
、
仇
本
、
全
唐
文
は
「
脩
」
を
「
修
」
に
作
る
。

悪
子　

品
行
が
劣
悪
な
若
者
。
杜
甫「

南
兵
馬
使
太
常
卿
趙
公
大
食
刀
」（1056

『
詳

注
』
巻
一
八
）
に
も
、「
賊
臣
悪
子

0

0

紀
を
干
す
を
休や

め
よ
、
魑
魅
魍
魎 

徒
ら
に
為

す
の
み
」
と
み
え
る
。

　

朱
本
は
「
一
作
愚
」
と
、
仇
本
は
「
一
作
愚
子
」
と
記
す
。

百
祥　

多
く
の
瑞
祥
。『
尚
書
』
伊
訓
に
、「
善
を
作な

さ
ば
、
之
に
百
祥

0

0

を
降く
だ

し
、
不

善
を
作
さ
ば
、
之
に
百ひ
ゃ
く
お
う殃を
降
す
」
と
あ
る
よ
う
に
善
行
を
積
む
こ
と
で
も
た
ら

さ
れ
る
幸
福
。
杜
甫「
奉
同
郭
給
事
湯
東
霊
湫
作
」（0131

『
詳
注
』巻
四
）に
も「
百0

祥0 

0盛
明
に
奔は
し

り
、
古
先
能
く
儔
す
る
莫
し
」
と
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
盛
明
」
は
、

盛
ん
で
明
ら
か
な
聖
な
る
天
子
の
御
代
。「
儔
」
は
、
匹
敵
す
る
こ
と
。

百
異　

多
く
の
災
害
と
異
変
。『
漢
書
』
巻
三
六
、
劉
向
伝
に
「
百
異

0

0

消
滅
し
て
、

衆
祥
並
び
に
至
る
」
と
あ
る
。

有
漸　

だ
ん
だ
ん
と
よ
く
な
る
。『
易
』
の
卦
名
（

）
で
も
あ
り
、
正
し
い
順
序

を
踏
み
、
事
を
順
々
に
す
す
め
て
よ
く
な
る
さ
ま
を
表
す
。

洶
洶　

揺
れ
て
不
安
定
で
あ
る
さ
ま
。『
三
国
志
』
巻
九
、
魏
志
、
曹
爽
伝
に
「
天

下
洶
洶
と
し
て

0

0

0

0

0

、
人
危
懼
を
懐
う
も
、
陛
下
但
だ
寄
坐
を
為
す
の
み
な
れ
ば
、
豈

に
久
安
を
得
ん
や
」
と
あ
る
よ
う
に
天
下
が
不
安
定
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

撓　

乱
れ
る
こ
と
。

已
登
乎
種
種
之
民
、
舍
夫
啍
啍
之
意　

純
朴
な
民
草
を
天
上
の
名
簿
に
登
記
し
、
か

の
く
ど
く
ど
と
し
た
考
え
を
捨
て
さ
せ
る
。「
種
種
」
は
、純
朴
さ
。「

」
は
、

く
ど
く
ど
と
人
を
説
き
伏
せ
る
こ
と
。『
荘
子
』

篋
の
「
夫
の
種
種
の
民

0

0

0

0

を
舍す

て
て
夫
の
役
役
の
佞
を
悦
び
、夫
の
恬
淡
無
為
を
釈す

て
て
夫
の

0

0

0

0

の
意

0

0

を
悦
ぶ
。

已
に
天
下
を
乱
す
」
を
踏
ま
え
る
。

巍
巍
乎　

崇
高
で
偉
大
な
さ
ま
。『
論
語
』
泰
伯
に
「
巍
巍
た
る
か
な

0

0

0

0

0

0

、
舜
禹
の
天

下
を
有
て
る
や
、
而
し
て
与あ
ず
から
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
人
の
偉
大
さ
を
表
す
場
合

に
用
い
ら
れ
る
。

道
腴　

学
説
の
精
髄
。
こ
こ
で
は
、道
家
の
そ
れ
を
意
味
す
る
。
班
固「
答
賓
戯
」（『
文

選
』
巻
四
五
）
に
「
愼
し
ん
で
志
す
所
を
修
め
、
爾
の
天
符
を
守
り
、
命
に
委
ね

て
己
を
供
う
し
、道
の
腴

0

0

0

を
味
わ
う
」
と
あ
り
、そ
の
李
善
注
所
引
項
岱
注
に
「
腴

は
、
道
の
美
な
る
者
な
り
」
と
あ
る
。

黒
簿　

罪
人
の
名
簿
。
深
澤
訳
は
「
罪
が
重
く
て
死
ぬ
よ
う
に
決
め
ら
れ
た
者
を
記

入
す
る
天
界
の
名
簿
」
と
述
べ
、「
説
魂
魄
」（『
雲
笈
七
籤
』
巻
五
四
）
の
、「
色

欲
に
厚
け
れ
ば
則
ち
精
華
竭
き
、
精
華
竭
き
れ
ば
則
ち
名
黒
簿

0

0

に
生
ず
。
鬼
録
罪

著
ら
か
に
し
て
、
死
将
に
至
ら
ん
と
す
」
と
い
う
記
述
な
ど
を
引
く
。
こ
の
語
句

は
杜
甫
「
朝
献
上
清
宮
賦
」
に
も
、
天
師
張
道
陵
ら
が
衆
生
済
度
を
示
す
も
の
と

し
て
「
手
中
の
黒
簿

0

0

を
裂
き
、
堂
下
の
金
鐘
を
睨
む
」
と
み
え
て
い
る
。

北
斗
削
死
、
南
斗
注
生　

こ
の
句
は
『
搜
神
記
』
巻
三
「
管
駱
」
の
「
北
辺
に
坐
す

人
は
是
れ
北
斗

0

0

、
南
辺
に
坐
す
人
は
是
れ
南
斗

0

0

。
南
斗
は
生
を
注
し
、
北
斗
は
死

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

を
主
る

0

0

0

。
凡
そ
人
受
胎
す
れ
ば
、
皆
な
南
斗
從
り
北
斗
を
過
ぐ
。
所あ
ら
ゆ
る有
祈
求
は
、

皆
北
斗
に
向
う
」
を
踏
ま
え
る
。「
北
斗
」
も
「
南
斗
」
も
神
名
で
太
一
天
尊
の

部
下
に
あ
た
る
。「
総
説
星
」（『
雲
笈
七
籤
』
巻
二
四
）
に
、
太
一
天
尊
の
部
下

の
名
と
し
て
「
北
斗

0

0

君　

字
君
時
、
一
に
字
は
充
。
北
斗
神
君
は
本
江
夏
の
人
、

姓
は
伯
、
名
は
大
万
」、「
南
斗

0

0

神
君
、
字
は
流
時
、
南
斗
、
字
は
君
元
。
南
斗
君

は
是
れ
河
東
の
人
、
姓
は
趙
、
名
は
赦
先
、
字
は
君
遷
」
と
そ
れ
ぞ
れ
み
え
る
。

円
首
方
足　

人
を
指
す
。『
大
戴
礼
』
曽
子
天
円
の
「
曽
子
曰
く
、
天
の
生
む
所
首
か
し
ら

を
上
に
し
、
地
の
生
む
所
首0

を
下
に
す
。
首
を
上
に
す
る
を
之
れ
を
円0

と
謂
い
、

首
を
下
に
す
る
を
之
れ
を
方0

と
謂
う
」
に
よ
る
。

蠢
蠕
之
蟲
、
肖
翹
之
物　

地
を
は
う
昆
虫
と
羽
の
あ
る
昆
虫
。『
荘
子
』

篋
の
「
惴0

耎0

の
蟲

0

0

、
肖
翹

0

0

の
物

0

0

、
其
の
性
を
失
わ
ざ
る
は
莫
し
」
を
踏
ま
え
る
。
成
玄
英
の

疏
は
「
地
に
附
す
る
徒
を
惴せ
ん
せ
ん耎
と
曰
い
、
空
を
飛
ぶ
類
を
肖
し
ょ
う
ぎ
ょ
う
翹
と
曰
う
、
皆
軽
く

小
さ
き
物
な
り
」
と
記
す
。

駆
之
更
始　

古
い
も
の
か
ら
新
し
い
も
の
へ
と
駆
り
立
て
る
。「
更
始
」
は
、
旧
式

を
取
り
除
き
新
し
い
も
の
に
改
め
る
こ
と
。『
礼
記
』
月
令
に
は
、「
数
将
に
終
り

に
幾ち

か

か
ら
ん
と
し
、
歳
且
に
更
に
始
ま
ら
ん
と
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
年
が
改
ま
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る
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

何
病
乎　

徐
本
は
「
乎
」
を
「
予
」
に
作
る
。

太
宗
之
時　

初
唐
の
太
宗
李
世
民
の
御
代
。
貞
観
年
間
の
太
平
で
あ
っ
た
治
世
。
太

宗
の
御
代
を
讃
え
た
例
と
し
て
、杜
甫
「
北
征
」（0188

『
詳
注
』
巻
五
）
の
「
煌

煌
た
る
太
宗

0

0

の
業
、
樹
立
甚
だ
宏
達
な
り
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
太
宗
の
業
」
と

は
唐
王
朝
を
樹
立
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

〔
四
〕

　

石
鼈
老
畢
辭
、
三
洞
弟
子
某
又
某
、
靜
如
得
、
動
如
失
、
久
而
却
走
、
不
敢
貳
問
。 

　

石せ
き
べ
つ
ろ
う

鼈
老
辞じ

を
畢お

う
る
や
、
三さ
ん
ど
う洞
の
弟て
い
し子
の
某ぼ
う

又ま

た
某ぼ
う

は
、
静し
ず

か
な
る
こ
と
得う

る
が

如ご
と

く
、
動う
ご

け
る
こ
と
失う
し
なう
が
如ご
と

く
、
久ひ
さ

し
く
し
て
却き
ゃ
く
そ
う走し
、
敢あ

え
て
弐じ

問も
ん

せ
ず
。 

　

石
鼈
谷
の
年
老
い
た
住
人
が
こ
と
ば
を
終
え
る
と
、
三
洞
の
あ
る
弟
子
、
ま
た
と

あ
る
弟
子
は
、
お
し
だ
ま
っ
て
納
得
し
た
よ
う
で
あ
り
、
動
い
て
も
茫
然
と
し
て
い

る
よ
う
で
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
退
散
し
て
、
二
度
と
質
問
を
し
よ
う
と
は

し
な
か
っ
た
。 

畢
辞　

朱
本
、
仇
本
は
「
辭
畢
」
に
作
る
。

静
如
得
…　

深
澤
訳
は
、
こ
の
部
分
が
『
荘
子
』
天
道
に
み
え
る
「
虚
な
れ
ば
則
ち

静0

、
静0

な
れ
ば
則
ち
動0

、
動0

な
れ
ば
則
ち
得
」
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
可
能
性
を

示
唆
す
る
。

却
走　

し
り
ぞ
き
退
散
す
る
。
杜
甫
「
李

縣
丈
人
胡
馬
行
」（0246

『
詳
注
』
巻
六
）

で
は
、「
鞭む
ち

を
回
ら
し
て
却
走
し
て

0

0

0

0

天
子
に
見
ゆ
、
朝
に
漢
水
に
飲み
ず
か
い
暮
れ
に
は

霊
州
」
と
い
う
よ
う
に
、
馬
を
使
っ
て
急
い
で
引
き
返
す
際
に
「
却
走
」
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。

貳
問　

繰
り
返
し
質
問
す
る
こ
と
。「
貳
」
は
「
二
」
と
同
じ
く
繰
り
返
す
こ
と
。

【
鑑
賞
】
動
き
出
す
壁
画

―
こ
と
ば
に
よ
る
動
画　
　

　
「
前
殿
中
侍
御
史
柳
公
紫
微
仙
閣
画
太
一
天
尊
図
文
」は
、冒
頭
に
示
し
た
よ
う
に
、

大
き
く
四
段
か
ら
な
っ
て
い
る
。
第
一
段
落
で
は
、
石
鼈
老
に
よ
る
紫
微
仙
閣
に
描

か
れ
た
、
太
一
天
尊
の
壁
画
の
紹
介
で
あ
る
。
第
二
段
落
で
は
、
石
鼈
老
に
語
り
か

け
る
三
洞
弟
子
の
こ
と
ば
が
記
さ
れ
、
第
三
段
落
は
石
鼈
老
の
道
士
に
対
す
る
考
え

が
示
さ
れ
、
第
四
段
落
で
は
、
石
鼈
老
の
意
見
に
納
得
せ
ざ
る
を
得
ず
三
洞
弟
子
が

立
ち
去
る
姿
が
描
か
れ
る
。

　

こ
の
文
は
「
前
殿
中
侍
御
史
柳
公
紫
微
仙
閣
画
太
一
天
尊
図
文
」（
以
下
「「
紫
微

仙
閣
画
太
一
天
尊
図
文
」」
と
略
称
）
と
題
し
な
が
ら
、
壁
画
自
体
を
描
い
た
の
は

第
一
段
落
に
限
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
が
道
士
と
石
鼈
老
の
問
答
に
占
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
も
壁
画
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
壁
画
を
作
ら
せ
た
柳
渉
の
す
ぐ
れ
た
人
柄

や
、
万
民
を
救
う
太
一
天
尊
の
偉
大
さ
を
描
く
こ
と
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　

先
に
み
て
き
た
よ
う
に
道
士
の
こ
と
ば
や
石
鼈
老
の
こ
と
ば
の
中
に
は
、『
雲
笈

七
籤
』
な
ど
に
含
ま
れ
る
道
教
に
関
連
す
る
用
語
や
、『
荘
子
』
や
『
老
子
』
と
い
っ

た
道
家
に
関
連
す
る
用
語
が
多
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
道
教
や
道
家
に
対
す
る

杜
甫
の
造
詣
の
深
さ
を
裏
付
け
る
。
内
容
の
偏
り
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
文
を
通
し
て

考
え
る
べ
き
事
柄
は
、
杜
甫
と
道
教
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ

る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
実
際
、
深
澤
一
幸
「
杜
甫
に
お
け
る
道
教
（
下
）」
で
は
、

こ
の
文
を
通
し
て
杜
甫
の
道
教
観
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
深
澤
一
幸
「
杜
甫
に
お

け
る
道
教
（
上
）」（『
言
語
文
化
研
究
』
一
六
号
、一
九
九
〇
年
）
は
、「
望
岳
」（0002

・

0230
・1394

『
詳
注
』
巻
一
・
六
・
二
二
）、「
贈
李
白
」（0019

・0024

『
詳
注
』
巻
一
）、

「
三
大
礼
賦
」、「
冬
日
洛
城
北
謁
玄
元
皇
帝
廟
」（0038

『
詳
注
』
巻
二
）
を
取
り
上

げ
、
杜
甫
の
道
教
に
対
す
る
考
え
を
ま
と
め
て
い
る
。
な
お
、「
冬
日
洛
城
北
謁
玄

元
皇
帝
廟
」
に
は
、「
廟
に
呉
道
士
の
画
け
る
五
聖
の
図
有
り
」
と
い
う
原
注
が
あ

る
。
そ
の
絵
画
の
出
来
映
え
を
称
え
て
い
る
点
は
、「
紫
微
仙
閣
画
太
一
天
尊
図
文
」

に
共
通
し
て
い
る
。
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「
紫
微
仙
閣
画
太
一
天
尊
図
文
」
は
、
壁
画
に
関
す
る
記
述
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
な
い
た
め
、
タ
カ
や
ハ
ヤ
ブ
サ
の
絵
を
主
に
う
た
っ
た
「
画
鷹
」（0011

『
詳
注
』

巻
一
）・「
画
鶻
行
」（0223

『
詳
注
』
巻
六
）
や
、
白
鹿
毛
の
馬
を
う
た
っ
た
「
天

育
驃
図
歌
」（0124

『
詳
注
』
巻
四
）
な
ど
と
は
趣
を
異
に
す
る
。
こ
れ
が
「
文
」

で
あ
っ
て
「
詩
」
で
は
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
う
し
た
描
き
方
の
違
い
は
、

文
体
に
よ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

た
だ
、「
詩
」
で
あ
っ
て
も
絵
か
ら
着
想
を
得
て
、
想
像
を
膨
ら
ま
せ
た
事
柄
を

述
べ
た
も
の
も
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
「
題
李
尊
師
松
樹
障
子
歌
」（0215

『
詳
注
』

巻
四
）
は
、
道
士
が
持
参
し
た
松
を
描
い
た
屏
風
か
ら
着
想
を
え
て
描
か
れ
た
詩
で

あ
る
が
、
こ
の
中
に
は
「
老
夫
生
平
奇
古
を
好
み
、
此
に
対
し
て
興　

精
霊
と
聚あ
つ

ま

る
」
と
い
う
よ
う
に
、
ま
る
で
杜
甫
が
絵
画
の
中
に
入
っ
て
い
る
か
よ
う
な
描
き
方

が
さ
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
詩
末
に
「
悵
望
聊
か
歌
う
紫
芝
の
曲
、
時
危
く

し
て
慘
澹
と
し
て
悲
風
来
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
杜
甫
は
こ
の
絵
か

ら
風
が
吹
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
絵
は
静
止
画
で
あ
る
が
、
そ
れ
が

ま
る
で
風
が
吹
き
動
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
杜
甫
は
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
げ

さ
な
い
い
か
た
を
す
れ
ば
、
杜
甫
に
と
っ
て
こ
れ
は
す
で
に
静
止
画
で
は
な
く
、
動

画
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
紫
微
仙
閣
画
太
一
天
尊
図
文
」
に
お
い
て
も
、
壁
画
の
神
々
が
動
い
て
い
る
か

の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。「
伊
の
四
司
五
帝
天
の
徒
は
、
青
節

崇
然
た
り
、
緑
輿
駢
然
た
り
。
仙
官
よ
り
鬼
官
に
洎
び
、
無
央
数
の
衆
あ
り
。
陽
は

近
く
、
陰
は
遠
し
」
は
、
多
く
の
神
々
が
遠
近
法
を
用
い
て
描
か
れ
、
彼
ら
が
う
ご

め
い
て
る
か
の
よ
う
に
錯
覚
さ
せ
ら
れ
る
。
ま
た
「
俱
に
空
に
浮
び
て
定
ま
ら
ず
、

目
の
向
う
所
は
一
な
る
が
如
し
」
は
、
神
々
が
空
中
に
浮
か
び
一
定
し
て
い
な
い
こ

と
を
い
う
。
杜
甫
に
と
っ
て
、
こ
の
壁
画
の
神
々
が
動
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
受
け

止
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
注
意
に
値
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

壁
画
が
単
な
る
静
止
画
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
こ
の
描

写
は
、
後
の
道
士
の
口
を
借
り
て
自
ら
語
る
「
若
か
く
の
ご
とき
人
の
我
が
生
の
根
、
死
の
門
を

主
籙
す
る
を
存
思
せ
ば
、
我
は
則
ち
妖
の
興
れ
る
、
毒
の
騰
せ
る
を
制
伏
せ
ん
」
と

い
う
太
一
天
尊
の
こ
と
ば
や
、
石
鼈
老
の
い
う
「
道
腴
に
乗
り
、
黒
簿
を
巻
き
、
北

斗
に
詔
し
て
死
を
削
り
、
南
斗
に
生
を
注
せ
し
」
む
、
と
い
っ
た
太
一
天
尊
の
ふ
る

ま
い
を
自
然
に
導
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

興
膳
宏
「
杜
甫
の
書
論
―
こ
と
に
同
時
代
批
評
の
視
点
か
ら
―
」（『
書
学
書
道
史

研
究
』一
六
号
、二
〇
〇
六
年
）が「
杜
甫
の
持
ち
前
で
あ
る
審
美
感
覚
が
、「
骨
立
」「
痩

硬
」
へ
の
強
い
共
鳴
を
示
し
て
い
た
こ
と
も
ま
た
確
か
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
よ
う

に
、
確
か
に
絵
画
を
描
い
た
杜
甫
の
詩
に
は
、
鋭
い
も
の
を
好
む
と
い
う
杜
甫
自
身

の
嗜
好
が
表
現
さ
れ
て
も
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
審
美
感
覚
だ
け
が
、
杜
甫
の

詩
文
の
全
て
に
一
貫
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。「
紫
微
仙
閣
画
太
一
天
尊

図
文
」
の
よ
う
に
、
画
そ
の
も
の
を
直
接
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
画
そ
の
も
の
が

想
像
を
喚
起
さ
せ
る
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
、
画
の
巧
み
さ
を
間
接

的
に
表
す
文
章
が
、
杜
甫
の
作
中
に
確
か
に
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
文
は
物
語
っ
て
い

よ
う
。
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